
第4回 どうすれば良い？大河川における多自然川づくり

CPD

1.0単位 参加無料
先着500名土木学会

認定

2021.11/12 (金)
時間 16：00～17：00
形式 Zoomウェビナー

主 催 公益財団法人リバーフロント研究所（多自然川づくりサポートセンター）

お問合せ：daikasen2021@rfc.or.jp 担当：吉田・金子

お申込み方法
下記URLまたはQRコードより、
お申し込みください。

https://forms.gle/Nh7NHBDNnkrdP3cX6

国立研究開発法人土木研究所 河川生態チーム
上席研究員 兼 自然共生研究センター⾧
中村圭吾

●大河川における多自然川づくり
～Q&A形式で理解を深める～とは？

本セミナーは、「大河川における多自然川づくり～Q&A
形式で理解を深める～」を基に、複数回に渡り、河道掘削や
樹木管理における多自然川づくりのポイントをQ&A執筆者
より解説した上で、セミナー参加者の皆様と意見交換を通じ
て、大河川における多自然川づくりへの理解を深めることを
目的としています。

●プログラム

●大河川における多自然川づくりセミナー
における目的

本書では、大河川における多自然川づくりを実践するため
現場で直面する課題をQuestion とし、これにAnswer とし
て答える形式で、これまで我が国が蓄積してきた知見が分か
り易く紹介されています。

※本Q＆Aのダウンロードはこちらから
https://www.mlit.go.jp/river/shishin_guideline/kankyo/tashizen/qa.html

時 間 題 目 講演者

16:00～16:10 河川環境管理シートのねらいについて 中村 圭吾

16:10～16:25 定量的な河川環境の捉え方 吉田 邦伸

16:25～16:45 河川環境管理シートを使いこなす４つの
ポイント 白尾 豪宏

16:45～17:00 意見交換

今回のセミナーでは「Q4-2 実践的な河川環境の評価・
改善の手引き（案）の活用方法について教えて下さい」に関
連して、河川環境管理シートを用いた定量的な河川環境の捉
え方や、シートを使いこなす上での留意点について考えます。

「ʷ河川環境を定量的に把握するツールʷ
河川環境管理シート」

公益財団法人リバーフロント研究所
自然環境グループ
主席研究員吉田邦伸 研究員白尾豪宏

河川環境管理シートの例

◆基本情報2-1：生物の生息場の分布状況（全川の中央値に基づき評価）
距離標（空間単位：1km） 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1. 低・中茎草地 - - - ○ △ △ ○ ○ △ ○

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林 ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

域 3. 自然裸地 △ △ △ △ △ △ △ ○ ○

4. 外来植物生育地 - - - △ △ △ × × × ×

水 5. 水生植物帯 - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

際 6. 水際の自然度 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○

域 7. 水際の複雑さ △ △ △ △ △ △ ○ △ △ △

8. 連続する瀬と淵 ○

9. ワンド･たまり - - - △ △ △ △

10. 湛水域

汽 11. 干潟 - - - - - - - - - -

水 12. ヨシ原 - - - - - - - - - -

礫河原の植生域

湧水地 - - -

海浜植生帯 - - - - - - - - - -

塩沼湿地 - - - - - - - - - -

生息場の多様性の評価値 3 1 2 3 3 2 4 3 3 4
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